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(57)【要約】
【課題】回路構成が簡単で、駆動トランジスタの閾値電
圧及び移動度のばらつきを補償して均一な輝度の映像を
表示できる、画素及び有機電界発光表示装置を提供する
。
【解決手段】本発明の画素は、ゲート電極が走査線Ｓｎ
に接続され、第１電極がデータ線Ｄｍに接続される第１
トランジスタＭ１と、第１トランジスタＭ１の第２電極
にゲート電極が接続され、第１電極が第１電源ＥＬＶＤ
Ｄに接続される第２トランジスタＭ２と、第２トランジ
スタＭ２の第２電極に第１電極が接続され、ゲート電極
が発光制御線Ｅｎに接続される第３トランジスタＭ３と
、第３トランジスタＭ３の第２電極と第２電源ＥＬＶＳ
Ｓとの間に接続される有機発光ダイオードＯＬＥＤと、
第２トランジスＭ２のゲート電極と第３トランジスタＭ
３の第２電極との間に接続されるストレージキャパシタ
Ｃｓｔと、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲート電極が走査線に接続され、第１電極がデータ線に接続される第１トランジスタと
、
　前記第１トランジスタの第２電極にゲート電極が接続され、第１電極が第１電源に接続
される第２トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極に第１電極が接続され、ゲート電極が発光制御線に接
続される第３トランジスタと、
　前記第３トランジスタの第２電極と第２電源との間に接続される有機発光ダイオードと
、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第３トランジスタの第２電極との間に接続さ
れるストレージキャパシタと、
　を備えることを特徴とする、画素。
【請求項２】
　前記第１電源は、前記第２電源よりも高い電圧値に設定されることを特徴とする、請求
項１に記載の画素。
【請求項３】
　走査線に走査信号を順次供給し、発光制御線に発光制御信号を順次供給する走査駆動部
と、
　データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、
　前記走査線及び前記データ線に接続される複数の画素と、
　を備え、
　各々の前記画素は、
　前記走査線及び前記データ線に接続され、前記走査信号が供給されるとターンオンする
第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタがターンオンした時に、前記データ信号に対応する電圧を充電す
るストレージキャパシタと、
　前記ストレージキャパシタに充電された電圧に対応する電流を、第１電源から有機発光
ダイオードを経由して第２電源に供給する第２トランジスタと、
　前記第２トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記発光制御信号
に対応してターンオン及びターンオフする第３トランジスタと、
　を備え、
　前記ストレージキャパシタは、前記第２トランジスタのゲート電極と前記有機発光ダイ
オードのアノード電極との間に接続され、前記有機発光ダイオードに電流が供給されると
き、前記有機発光ダイオードの電圧変化量を前記第２トランジスタのゲート電極に伝達す
ることを特徴とする、有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第３トランジスタは、前記発光制御信号が供給されるときにターンオフし、前記発
光制御信号が供給されないときはターンオンすることを特徴とする、請求項３に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項５】
　ｉ（ｉは、自然数）番目の発光制御線に供給される発光制御信号は、ｉ番目の走査線に
供給される走査信号と重畳することを特徴とする、請求項４に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項６】
　前記有機発光ダイオードの電圧変化量は、前記有機発光ダイオードの閾値電圧から電流
が供給されるとき前記有機発光ダイオードに印加される電圧であることを特徴とする、請
求項３～５のいずれかに記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(3) JP 2008-52241 A 2008.3.6

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、データ線及び走査線に接続されて有機発光ダイオードを制御する回路を有す
る、画素及び有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量と容積を減ら
すことのできる、各種の平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合によって光を発
生する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は
、迅速な応答速度を有すると共に、低消費電力で駆動できるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。図１を参照すると、
従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬＥＤと、データ線Ｄｍ
及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するための画素回路２と
を備える。
【０００５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極
は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【０００６】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されるとき、データ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このた
めに、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続さ
れた第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間
に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極と
の間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを有している。
【０００７】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極は、データ線
Ｄｍに接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔの一側端子に接続される。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイン電極のい
ずれか一つに設定され、第２電極は、第１電極とは異なる電極に設定される。例えば、第
１電極がソース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。
【０００８】
　走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走
査信号が供給されるときターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をスト
レージキャパシタＣｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ
信号に対応する電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続
され、第１電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接
続される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤの
アノード電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔに記憶された電圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤは、第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する



(4) JP 2008-52241 A 2008.3.6

10

20

30

40

50

。
【００１０】
　しかし、このような従来の有機電界発光表示装置の画素４は、均一な輝度の映像を表示
することができないという問題が発生する。これを詳述すると、画素４それぞれに含まれ
た第２トランジスタＭ２の閾値電圧は、工程のばらつきなどによって画素４毎に異なって
設定されてしまう。このように、第２トランジスタＭ２の閾値電圧が異なって設定される
と、多数の画素４に同一階調に対応するデータ信号を供給しても、第２トランジスタＭ２
の閾値電圧の差（ばらつき）によって、互いに異なる輝度の光が有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤで生成される。
【００１１】
　そこで、このような問題を克服するために、画素回路２に複数のトランジスタを追加形
成して第２トランジスタＭ２の閾値電圧のばらつきを補償する方法が提案された。実際、
画素回路２に６つ以上のトランジスタを追加して、第２トランジスタＭ２の閾値電圧のば
らつきを補償する方法が用いられている。
【００１２】
【特許文献１】大韓民国特許第１０－１９９８－００６００１８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかし、画素回路２に６つ以上のトランジスタが含まれると、画素回路２の構造が複雑
になり、画素回路２に含まれるトランジスタを制御するための追加配線が必要となる。ま
た、画素回路２に複数のトランジスタが含まれて閾値電圧のばらつきを補償できたとして
も、第２トランジスタＭ２の移動度などの特性のばらつきは補償することができないとい
う問題があった。
【００１４】
　そこで、本発明は、このような問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは
、画素に含まれるトランジスタの数を最小化すると共に、駆動トランジスタの閾値電圧及
び移動度のばらつきを補償して、均一な輝度の映像を表示できるようにした、画素及び有
機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、ゲート電極が走査線に接続さ
れ、第１電極がデータ線に接続される第１トランジスタと、第１トランジスタの第２電極
にゲート電極が接続され、第１電極が第１電源に接続される第２トランジスタと、第２ト
ランジスタの第２電極に第１電極が接続され、ゲート電極が発光制御線に接続される第３
トランジスタと、第３トランジスタの第２電極と第２電源との間に接続される有機発光ダ
イオードと、第２トランジスタのゲート電極と第３トランジスタの第２電極との間に接続
されるストレージキャパシタ（キャパシタ）と、を備えることを特徴とする、画素が提供
される。
【００１６】
　各々の画素において、駆動トランジスタの閾値電圧に対応して従来は有機発光ダイオー
ドに流れる電流は各々異なるが、本発明では駆動トランジスタである第２トランジスタか
ら有機発光ダイオードに供給される電流量に対応して有機発光ダイオードに印加される電
圧を、ストレージキャパシタを用いて第２トランジスタのゲート電極にフィードバックす
ることにより、第２トランジスタの電流量、つまり有機発光ダイオードに流れる電流量を
制御し、第２トランジスタの閾値電圧のばらつきを補償することができる。ここで、スト
レージキャパシタは一般的なキャパシタを用いることができる。
【００１７】
　上記のように、本発明では３つのトランジスタと１つのキャパシタとのみを用いて駆動
トランジスタの閾値電圧のばらつきを補償することができるので、複数の（多数の）トラ
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ンジスタを用いて閾値電圧のばらつきを補償していた従来の回路に比べて、回路構成を簡
単にできる長所がある。有機発光ダイオードに印加される電圧を第２トランジスタのゲー
ト電極にフィードバックする構成であるので、第２トランジスタの移動度のばらつきも補
償することができ、また、有機発光ダイオードの劣化による有機発光ダイオードの閾値電
圧の変化をも、ある程度補償することができる。
【００１８】
　ここで、第１電源は、第２電源よりも高い電圧値に設定されることができる。こうして
、第１電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に電流を流すことができる。
【００１９】
　上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、走査線に走査信号を順次供給
し、発光制御線に発光制御信号を順次供給する走査駆動部と、データ線にデータ信号を供
給するデータ駆動部と、走査線及びデータ線に接続される複数の画素と、を備え、各々の
前記画素は、走査線及びデータ線に接続され、走査信号が供給されるとターンオンする第
１トランジスタと、第１トランジスタがターンオンした時に、データ信号に対応する電圧
を充電するストレージキャパシタと、ストレージキャパシタに充電された電圧に対応する
電流を、第１電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に供給する第２トランジス
タと、第２トランジスタと有機発光ダイオードとの間に接続され、発光制御信号に対応し
てターンオン及びターンオフする第３トランジスタと、を備え、ストレージキャパシタは
、第２トランジスタのゲート電極と有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され
、有機発光ダイオードに電流が供給されるとき、有機発光ダイオードの電圧変化量を第２
トランジスタのゲート電極に伝達することを特徴とする、有機電界発光表示装置が提供さ
れる。
【００２０】
　有機電界発光表示装置の各々の画素において、３つのトランジスタと１つのキャパシタ
とのみを用いた画素回路を構成し、駆動トランジスタである第２トランジスタから有機発
光ダイオードに供給される電流量に対応して有機発光ダイオードに印加される電圧を、ス
トレージキャパシタを用いて第２トランジスタのゲート電極にフィードバックすることに
より、多数のトランジスタを用いた画素回路を構成せずに、有機発光ダイオードに流れる
電流量を制御し、第２トランジスタの閾値電圧及び移動度のばらつきを補償することがで
きる。またさらに、有機発光ダイオードの劣化による有機発光ダイオードの閾値電圧の変
化をも、ある程度補償することができる。これにより、トランジスタの数を最低限に抑え
て画素回路の構成を複雑にせずに、均一な輝度の映像を表示することができる。
【００２１】
　第３トランジスタは、発光制御信号が供給されるときにターンオフし、発光制御信号が
供給されないときはターンオンすることができる。これにより、発光制御信号が供給され
ないときには、第２トランジスタの駆動により有機発光ダイオードに電流を供給すること
ができる。
【００２２】
　ｉ（ｉは、自然数）番目の発光制御線に供給される発光制御信号は、ｉ番目の走査線に
供給される走査信号と重畳して供給することができる。例えば、１～ｎ番目までの発光制
御線及び走査線が配置されている場合に、２番目の発光制御線に接続された第３トランジ
スタがターンオフしている期間中に２番目の走査線に接続された第１トランジスタをター
ンオン及びターンオフすることができる。
【００２３】
　有機発光ダイオードの電圧変化量は、有機発光ダイオードの閾値電圧から前記電流が供
給されるとき前記有機発光ダイオードに印加される電圧とすることができる。この有機発
光ダイオードの電圧変化量を第２トランジスタのゲート電極にフィードバックして、有機
発光ダイオードに流れる電流量を制御することができる。
【発明の効果】
【００２４】
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　以上詳述したように本発明によれば、画素回路の駆動トランジスタのゲート電極と有機
発光ダイオードとの間にストレージキャパシタを備え、有機発光ダイオードに印加される
電圧を駆動トランジスタのゲート電極にフィードバックして、駆動トランジスタの電流量
を制御することにより、画素に含まれるトランジスタの数を最小限に抑えながら、駆動ト
ランジスタの閾値電圧及び移動度特性のばらつきを補償し、均一な輝度の映像を表示する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２６】
　図２は、本実施の形態による有機電界発光表示装置を示す説明図である。図２を参照す
ると、本実施の形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線Ｅ１
～Ｅｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍに接続されて配置される画素１４０を含む画素部１３０と
、走査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動するための走査駆動部１１０と、デ
ータ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０及びデータ
駆動部１２０を制御するタイミング制御部１５０と、を備える。
【００２７】
　走査駆動部１１０には、タイミング制御部１５０から走査駆動制御信号ＳＣＳが供給さ
れる。走査駆動制御信号ＳＣＳを供給された走査駆動部１１０は、走査信号を生成し、生
成された走査信号を走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給する。また、走査駆動部１１０は、走査
駆動制御信号ＳＣＳに応答して発光制御信号を生成し、生成された発光制御信号を発光制
御線Ｅ１～Ｅｎに順次供給する。ここで、発光制御信号の幅は、走査信号と同じかまたは
広い幅に設定される。実際に、ｉ（ｉは自然数）番目の発光制御線に供給される発光制御
信号は、ｉ番目の走査線に供給される走査信号と重畳できるようにその幅が設定される。
【００２８】
　データ駆動部１２０には、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳが供
給される。データ駆動制御信号ＤＣＳを供給されたデータ駆動部１２０は、データ信号を
生成し、生成されたデータ信号を走査信号と同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給す
る。
【００２９】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０で生成された
データ駆動制御信号ＤＣＳは、データ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳ
は、走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は、外部から供給
されるデータＤａｔａをデータ駆動部１２０に供給する。
【００３０】
　画素部１３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳを供給され、そ
れぞれの画素１４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳを供給され
た画素１４０それぞれは、データ信号に対応する光を生成する。ここで、画素１４０の発
光時間は、発光制御信号によって制御される。一方、第１電源ＥＬＶＤＤは、第２電源Ｅ
ＬＶＳＳよりも高い電圧値に設定される。
【００３１】
　図３は、本実施の形態による画素を示す回路図である。図３では、説明の便宜上、第ｎ
走査線Ｓｎ及び第ｍデータ線Ｄｍに接続された画素を示すものとする。図３を参照すると
、画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤと、データ線Ｄｍ、走査線Ｓｎ及び発光制
御線Ｅｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するための画素回路１４２とを
有する。
【００３２】
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　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路１４２に接続され、カソード
電極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、
画素回路１４２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【００３３】
　画素回路１４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されるとき、データ線Ｄｍに供給され
るデータ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。一
方、画素回路１４２に含まれる駆動トランジスタから有機発光ダイオードＯＬＥＤに所定
の電流が供給されるとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤには所定の電圧が印加されている
。このとき、画素回路１４２は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される所定の電圧に
対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量を制御することにより、駆動トラン
ジスタの閾値電圧及び移動度などを補償する。
【００３４】
　このために、画素回路１４２は、第１トランジスタＭ１～第３トランジスタＭ３と、ス
トレージキャパシタＣｓｔとを有する。ここで、ストレージキャパシタＣｓｔは、従来用
いられる一般的なキャパシタを用いることができる。第１トランジスタＭ１のゲート電極
は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極は、データ線Ｄｍに接続される。そして、第１トラ
ンジスタＭ１の第２電極は、第２トランジスタＭ２（駆動トランジスタ）のゲート電極に
接続される。このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されると
き、データ線Ｄｍに供給されるデータ信号を第２トランジスタＭ２のゲート電極に供給す
る。
【００３５】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、
第１電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電
極は、第３トランジスタＭ３の第１電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２
は、自身のゲート電極に印加される電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダ
イオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００３６】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第
２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに接続される。そして、第３トランジスタＭ３の
ゲート電極は、発光制御線Ｅｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、発光
制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されるときにターンオフし、それ以外の場合にはターン
オンしている。
【００３７】
　ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子は、第２トランジスタＭ２のゲート電極に接続
され、他側端子は、第３トランジスタＭ３の第２電極（すなわち、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤのアノード電極）に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、第１
トランジスタＭ１がターンオンするとき、データ信号に対応する電圧を充電する。また、
ストレージキャパシタＣｓｔは、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極の電圧変化
量を第２トランジスタＭ２のゲート電極に伝達する。
【００３８】
　図４は、図３に示す画素の駆動方法を示す、駆動信号（走査信号及び発光制御信号）波
形の説明図である。図４を参照すると、まず、走査線Ｓｎに走査信号が供給される前に、
発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給され、第３トランジスタＭ３がターンオフする。こ
の後、走査線Ｓｎに走査信号が供給され、第１トランジスタＭ１がターンオンする。
【００３９】
　第１トランジスタＭ１がターンオンすると、図５に示すように、第１ノードＮ１にデー
タ信号に対応するデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。この場合、第２ノードＮ２には有
機発光ダイオードＯＬＥＤの閾値電圧ＶＯＬＥＤ（Ｖｔｈ）が印加される。よって、スト
レージキャパシタＣｓｔにはデータ電圧Ｖｄａｔａと有機発光ダイオードＯＬＥＤの閾値
電圧ＶＯＬＥＤ（Ｖｔｈ）との差に対応する電圧が充電される。
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【００４０】
　この後、走査線Ｓｎに供給される走査信号及び発光制御線Ｅｎに供給される発光制御信
号の供給が中断される。すると、図６に示すように、第１トランジスタＭ１がターンオフ
し、第３トランジスタＭ３がターンオンする。
【００４１】
　このとき、第２トランジスタＭ２は、第１ノードＮ１に印加される電圧に対応する電流
を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。この場合、第２ノードＮ２の電圧は、下記の
数式１の電圧値だけ変化する。
【００４２】
【数１】

【００４３】
　数式１において、ΔＮ２は第２ノードＮ２の電圧変化量、ＶＯＬＥＤは、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤに流れる電流に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧を
示す。ＶＯＬＥＤ電圧は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量に比例して増加す
る。また、数式１を参照すると、第２ノードＮ２の電圧は、電流が流れ始める有機発光ダ
イオードＯＬＥＤの閾値電圧ＶＯＬＥＤ（Ｖｔｈ）から、有機発光ダイオードＯＬＥＤに
印加される電圧ＶＯＬＥＤによって変化する。
【００４４】
　そのため、フローティング状態に設定された第１ノードＮ１は、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔによって、第２ノードＮ２の電圧変化量に対応して変化する。つまり、ストレージ
キャパシタＣｓｔはカップリング現象によって有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電
極の電圧変化量を第２トランジスタＭ２のゲート電極に伝達する。ここで、第２ノードＮ
２の電圧変化量は、第２トランジスタＭ２の閾値電圧に関連して変化して有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤに流れる電流量に対応して変化するため、第１ノードＮ１の電圧変化によっ
て第２トランジスタＭ２の閾値電圧の偏差を補償することができる。
【００４５】
　この後、第２トランジスタＭ２は、第１ノードＮ１（第２トランジスタＭ２のゲート電
極）に印加された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給し、有機発光
ダイオードＯＬＥＤは、自身に供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【００４６】
　上述のように、本実施の形態では、第２トランジスタＭ２から有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤに供給される電流量に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧を、
ストレージキャパシタＣｓｔを用いて第２トランジスタＭ２のゲート電極にフィードバッ
クする。この時、第２トランジスタＭ２から有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電
流は、第２トランジスタＭ２の閾値電圧の影響を受けるが、第２トランジスタＭ２のゲー
ト電極へのフィードバックにより、第２トランジスタＭ２の閾値電圧のばらつきをある程
度補償することができる。
【００４７】
　つまり、第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに流
れる電流が異なり、これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量が異なって
くるが、このような場合に、第２ノードＮ２の電圧変動量の差が第２トランジスタＭ２の
ゲート電極に供給されて、ある程度第２トランジスタＭ２の閾値電圧を補償することがで
きる。
【００４８】
　一方、画素１４０それぞれは、赤色画素Ｒ、緑色画素Ｇ及び青色画素Ｂに分けられる。
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ここで、赤色画素Ｒには赤色有機発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｒ）が含まれ、緑色画素Ｇに
は緑色有機発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｇ）が含まれる。そして、青色画素Ｂには青色有機
発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｂ）が含まれる。この場合、赤色有機発光ダイオードＯＬＥＤ
（Ｒ）、緑色有機発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｇ）及び青色有機発光ダイオードＯＬＥＤ（
Ｂ）は、経時的に劣化する程度が異なって設定される。このような劣化程度に応じて有機
発光ダイオードＯＬＥＤの閾値電圧ＶＯＬＥＤ（Ｖｔｈ）が変化する。
【００４９】
　しかし、本実施の形態では、第２ノードＮ２が有機発光ダイオードＯＬＥＤの閾値電圧
ＶＯＬＥＤ（Ｖｔｈ）から有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧ＶＯＬＥＤに変
化するため、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化をも、ある程度補償することができる。
つまり、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化にともなって変化する有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤの閾値電圧ＶＯＬＥＤ（Ｖｔｈ）の変化量に対応して、第２トランジスタＭ２のゲ
ート電圧を変化させるため、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化特性をある程度補償する
ことができる。
【００５０】
　図７は、従来の画素と本実施の形態による画素とにおいて、閾値電圧及び移動度の影響
を示すグラフである。図７において、グラフのＹ軸は、第２トランジスタの閾値電圧およ
び移動度の影響によって変化する電流量の差を０～１０に分割したものである。駆動トラ
ンジスタの閾値電圧Ｖｔｈの偏差は４０ｍＶに設定され、移動度の偏差は１０ｃｍ２／Ｖ
・ｓに設定された。
【００５１】
　図７を参照すると、従来の画素では、駆動トランジスタの閾値電圧による高い影響を受
ける。つまり、駆動トランジスタの閾値電圧の偏差によって、それぞれの画素に流れる電
流量の差は大きくなる。しかし、本実施の形態では、駆動トランジスタの閾値電圧の偏差
による影響は、従来より低くなる。つまり、駆動トランジスタの閾値電圧の偏差によって
、それぞれの画素に流れる電流量の差は従来より低くなり、ある程度均一な輝度の画像を
表示することができる。同様に、本実施の形態では、駆動トランジスタの移動度の偏差に
よる、それぞれの画素に流れる電流量の差は、従来より小さくなる。
【００５２】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、データ線及び走査線に接続されて有機発光ダイオードを制御する回路を有す
る、画素及び有機電界発光表示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本実施の形態における有機電界発光表示装置を示す説明図である。
【図３】図２による有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図４】図３に示す画素を駆動するための駆動信号の波形を示す説明図である。
【図５】図４の駆動信号によって画素の第１トランジスタがターンオンした時の説明図で
ある。
【図６】図４の駆動信号によって画素の第３トランジスタがターンオンした時の説明図で
ある。
【図７】従来の画素及び本実施の形態の画素において、閾値電圧及び移動度の偏差を補償
する能力を比較した説明図である。
【符号の説明】
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【００５５】
　１１０　　　走査駆動部
　１２０　　　データ駆動部
　１３０　　　画素部
　１４０　　　画素
　１４２　　　画素回路
　１５０　　　タイミング制御部
　　Ｓｎ　　　走査線
　　Ｄｍ　　　データ線
　　Ｅｎ　　　発光制御線
　　Ｍ１　　　第１トランジスタ
　　Ｍ２　　　第２トランジスタ
　　Ｍ３　　　第３トランジスタ
　　Ｃｓｔ　　ストレージキャパシタ
　ＯＬＥＤ　　有機発光ダイオード

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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摘要(译)

要解决的问题：通过用简单的电路结构补偿阈值电压的变化和驱动晶体
管的迁移率，提供能够显示均匀亮度的视频图像的像素，并提供包括该
像素的有机发光显示装置。 ΣSOLUTION：像素具有：第一晶体管M1，
其中栅电极连接到扫描线Sn，第一电极连接到数据线Dm;第二晶体管
M2，其中栅电极连接到第一晶体管M1的第二电极，第一电极连接到第一
电源ELVDD;第三晶体管M3，其中第一电极连接到第二晶体管M2的第二
电极，栅电极连接到发光控制线En;有机发光二极管OLED，连接在第三
晶体管M3的第二电极和第二电源ELVSS之间;存储电容器Cst连接在第二
晶体管M2的栅极和第三晶体管M3的第二电极之间。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8e8b54df-eadd-411f-85bf-8dc979e92a8d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038925720/publication/JP2008052241A?q=JP2008052241A

